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せい しき じょ ほう

整式の除法
せいし き じょ ほう

整式の除法は整数の除法と同じように計算する。 を消していく。最上位の項
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問題 次の整式の割り算をせよ。A
つ ぎ せいし き わ ざん
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問題 整式 － ＋ をある整式 で割ると商が － 余りが である。B 2 4 3 B 1 , 1x x x2
せ いしき せい しき わ し ょう あ ま

整式 を求めよ。B
せ いし き もと
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， ，問題 についての整式 を ＋ ＋ で割ったとき 商が ＋ 余りが － のときC 2 1 1x x x x xA 12
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整式 を求めよ。A
せ いしき もと

剰余定理
じ ょ う よ て い り

整式 を － で割ったときの，商を ，余りを とする。P( ) Q( )x x a x R
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＝ ＋ と表 せる。この式に ＝ を代 入する。P( ) ×Q( )x x R x a( )
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因数定理
い ん す う て い り

整式 について， ＝ は － で割り切れる。P( ) P( ) 0 P( )x a x x aÛ
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問題 － ， ＋ ， － のうち， － ＋ の因数になっているのはどれか？D 1 1 2 3 2x x x x x3
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また，これを利用して因数分解せよ。
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問題 整式 を － ， － で割ったときの余りがそれぞれ である。E P( ) 1 2 2, 3x x x
せい しき わ あ ま

を － － で割ったときの余り 次式 を求めよ。P( ) ( 1)( 2) (1 )x x x
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